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　「血圧が高くても、どこも痛くないし」「何も困っていません」「高いの
は、たまたまですよ」「病院に行くのは面倒くさいし」・・・。健診で指摘
される人、たまたま風邪で受診したときに測定して判明する人、はたま
た、高血圧と分かっているけど、何か言われるのが嫌だから受診しない
人等もいらっしゃるかもしれません。おっしゃる気持ちはよく分かりま
す。何も起こっていない(ように見える)ことに、なかなか時間と労力は
使いたくないものです。
　私たち医療従事者は、高血圧や他の生活習慣病のケアをしないで大
きな病気をした人を知っています。それもあって「高血圧は放っておかな
いほうがよい」と考えます。大きな病気とは、動脈硬化が主な原因である
脳梗塞や脳出血、心筋梗塞等のほか、大動脈瘤や大動脈解離等あまり知
られていない病気も含まれます。これらの病気はどれも突然起こって、死
に至ることもあれば、重い障害を残すこともあります。
　高血圧って何がいけないのか？　それは、数値でもなく、病気になるこ
とでもなく、病気になって最終的に命を失ったり、機能が低下したりする
ことがよくないのだと思います。
　健康に年齢を重ねるための第一歩として、ご自分の血圧に関して考え
ていただければ幸いです。
☆次回１１月１日号は「こわ～い肺炎を予防しよう」です。

開成仮診療所　http://ishinomaki-zaitakurenkei.jp/

石巻市立病院　内科医員　遠藤　貴士

第14回
高血圧って何がいけないの？

石巻市立病院
健康コラム

▲昨年のものうふれあい祭で踊った寺崎はねこ踊り保存会の皆さん

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
寺
崎
は
ね
こ
踊
の
伝

承
活
動
を
行
う「
寺
崎
は
ね

こ
踊
り
保
存
会
」は
昭
和
42
年

に
発
足
し
、現
在
は
桃
生
町
寺

崎
地
区
の
住
民
を
中
心
に
約

30
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。踊

り
は
国
内
の
み
な
ら
ず
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
等
、海
外
で
も
披

露
し
、地
域
間
交
流
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
週
２
、３
回
の
練
習
会
の
ほ

か
、学
校
で
の
指
導
も
行
わ
れ

て
お
り
、現
在
は
桃
生
地
区
の

全
小
中
学
校
の
授
業
に
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、現
在
県

内
版
の
小
学
校
体
育
の
副
読
本

に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
ね
こ
踊
り
の
源
流
は
江

戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
た
び
た
び
の
飢き

き
ん饉
に
襲
わ

れ
ま
し
た
が
、寺
崎
八
幡
神
社

に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、大
豊
作
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
祝
っ

て
地
域
を
踊
り
回
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、も
と
も
と
は
寺
崎
の

北
に
位
置
す
る
永
井
地
区
の

発
祥
で
す
。寺
崎
へ
は
昭
和
初

期
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、基
本

と
な
る
踊
り
の「
打う

ち
ば
や
し

囃
子
」、

手
踊
り
と
豊
年
の
歌
が
入

る「
献け

ん
ば
や
し

囃
子
」、早
い
テ
ン
ポ

サークル

86

踊
り
で
地
域
盛
り
上
げ

心
が
弾
む
文
化
を
伝
承

寺
崎
は
ね
こ
踊
り
保
存
会

に
合
わ
せ
そ
の
場
で
踊
る

「
馬ば

か
ば
や
し

鹿
囃
子
」の
3
曲
が
確
立

し
、現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

は
ね
こ
踊
り
の
大
イ
ベ
ン

ト
は
毎
年
９
月
に
桃
生
植
立

山
公
園
で
あ
る「
も
の
う
ふ

れ
あ
い
祭
」と
、４
年
に
１
度

の
寺
崎
八
幡
神
社
の
大
祭
で

す
。平
成
７
年
に
始
ま
っ
た
ふ

れ
あ
い
祭
り
で
は
、例
年
１
千

人
以
上
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、そ
の
最
初
と
最
後
で

保
存
会
が
舞
い
ま
す
。今
年
も

９
月
12
日
㈯
の
ふ
れ
あ
い
祭

り
に
向
け
た
準
備
が
大
詰
め

で
、指
導
や
練
習
に
も
よ
り
一

層
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

寺
崎
地
区
の
皆
さ
ん
の
心

身
に
染
み
つ
い
た
は
ね
こ
踊

り
で
す
が
、若
い
踊
り
手
は
不

足
傾
向
に
あ
り
、佐
々
木
一

は
じ
め

会
長（
67
）は「
よ
り
多
く
の

若
者
が
踊
り
手
と
し
て
参
加

し
た
く
な
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
、踊
り
で
地
元
を
盛
り
上

げ
る
地
域
貢
献
の
心
を
育
ん

で
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

◇投稿募集
　皆さんからの投稿をお待ちしています。テーマに沿ったあなたのとっておきの話しをお寄せください。
テ ー マ　「ありがとう」
　　　　　日常の生活の中で、皆さんの「ありがとう」に関する逸話（エピソード）をお聞かせください。
字　　数　400字以内
投稿方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記し郵送またはＥメールで秘書広報課あてにお送りください。
　　　　　掲載の場合はペンネームを可能としますので、ペンネーム希望の場合はその旨明記してください。
注意事項　公序良俗に反するもの等やスペースの関係上、投稿いただいたもの全てを掲載できるもので
　　　　　はありません。また、字数等の関係で内容を調整させていただくことがあります。
問　 秘書広報課（内線4023）　〒986-8501（住所不要）　 　ispubinfo@city.ishinomaki.lg.jp問

▲河南桃生商工会青年部の「はねこ塾」でも指導しています

キラッと
パチリ
キラッと
パチリ

　
復
興
支
援
で
石
巻
市
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
か

ら
復
興
事
業
部
基
盤
整
備
課
副

参
事
の
中
野
雅
人
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

中
野
さ
ん
は
、今
年
４
月
に

滋
賀
県
大
津
市
か
ら
着
任
し
ま

し
た
。震
災
時
は
危
機
防
災
対

策
の
担
当
と
し
て
、災
害
協
定

を
結
ぶ
自
治
体
に
送
る
救
援
物

資
の
手
配
に
奔
走

し
ま
し
た
が
、そ
の

後
す
ぐ
に
異
動
に

な
っ
た
た
め
、被
災

地
支
援
に
心
残
り

が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。１
年
間
の
派

遣
で
す
が
、巡
っ
て

き
た
機
会
に「
与

え
ら
れ
た
課
題
を

が
む
し
ゃ
ら
に
こ
な

し
ま
す
」と
真
剣

で
す
。

　

用
地
買
収
の
経
験
が
豊
富

で
、石
巻
市
で
も
主
に
用
地
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
渡

波
の
防
災
緑
地
用
地
等
の
取
得

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ

を
ま
と
め
る
だ
け
で
な
く
、実
際

に
市
民
と
ひ
ざ
を
交
え
ま
す
。

　
「
実
感
し
た
の
は
、行
政
と
市

民
の
距
離
の
近
さ
で
す
。互
い
に

共
感
で
き
る
被
災
の
痛
み
が
、協

働
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、住
民
の

声
を
聴
き
、思
い
を
く
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　

単
身
赴
任
で
、川
開
き
祭
り

で
は
大
漁
踊
り
に
参
加
す
る
等

石
巻
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。「
奥

が
深
い
ま
ち
。妻
を
連
れ
、魚
介

類
を
味
わ
い
た
い
で
す
ね
」と

大
津
市
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
お
お
つ
光
ル
く
ん
」を
手
に
、

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

住
民
の
思
い
を
復
興
へ
反
映

中
な か の

野雅
ま さ と

人さん 45歳復興事業部
基盤整備課

滋賀県大
おおつ
津市から派遣
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雄勝地区

　河北地区の夏の一大イベント「サマーフェスタ・イン・かほく」には、昨年よ
りも多い約９，０００人が来場し、大変賑わいました。ステージでは吹奏楽、ダ
ンベル体操、民謡、三味線演奏等が繰り広げられたほか、豪華景品が当たる
サマービンゴ大会で大いに盛り上がりました。夜は約５００基の灯ろうが北上
川に浮かび、フィナーレでは約１千発の花火が夜空を焦がしました。

河北地区

　「三陸・雄勝　海の幸トレイルランニング」には約２００人のランナーが参加
し、豊かな自然と海の幸を楽しみました。トレイルランニングは未舗装の山
道を走る競技で、全国各地で大会が開かれています。雄勝では今年で4回目
となりました。参加者は雄勝中心部から硯上山、上品山等の１７.５～３４ｋｍの
３コースに分かれて、美しい景色を眺めながらゴールを目指しました。

地域の元気を発信
サマーフェスタ・イン・かほく

　地域と行政による協働まちづくりを推進するための地域自治組織「もの
う夢ネットワーク」が発足しました。市が進める地域自治システムに基づく
組織で河南地区、山下地区に次いで３番目となります。本年度は公民館分
館活動の再生や、植立山公園の植林、また未婚男女の出会いの場を創出する

「恋
こいかつ

活」も企画しています。

　石巻消防団河南地区団に本年度入団した団員３３人を対象に規律・教養訓
練が行われました。先輩団員約２００人も参加し若い力に期待を込めて指導し
ました。新団員たちは行進や敬礼の仕方等の基礎訓練を通してチームとして
の規律を養ったほか、消防ポンプを使用しての訓練では、有事の際に迅速で的
確な操作ができるように消防団員としての素養を体で吸収していました。

桃生地区 河南地区

有事に備え
新入団員が訓練

「ものう夢ネットワーク」
が発足

７月１８日（土）
桃生公民館

８月８日（土）、９日（日）
十三浜白浜海水浴場

牡鹿地区

　市教育委員会と大崎市教育委員会主催の「海の子山の子交流事業」に
は、牡鹿地区の小学校から２３人、大崎市立鬼

おにこうべ
首小学校から８人の児童が参

加しました。４回目となる今年は初めて牡鹿地区が会場になりました。子ども
たちは、網地島で海水浴や釣り体験等を満喫した後、家族旅行村オートキャ
ンプ場で星の観察会を行い、友情を深めました。

北上地区

８月６日(木)、７日(金)
網地白浜ほか

子どもたちが
牡鹿の自然を満喫 浜辺に響き渡る歓声

　十三浜白浜海水浴場で今年も２日間限定の海開きが行われました。地元
ばかりでなく市外からも親子連れ等が大勢訪れ、美しい砂浜と心地よい水
の感触を満喫しました。９日は４００人以上が参加した「海上大運動会」が開
かれ、ビーチバレーや子ども対象の宝探しのほか、海上に敷かれたゴザの上
を走り距離を競うゲーム等を楽しむ皆さんの歓声が浜辺に響きました。

　震災の風化防止を目的に、青森県から東京都までの７都県をランニングと自
転車でつなぐ「未

あ し た
来への道１０００キロ縦断リレー」が市内を通過しました。子ど

もや障害者も参加できる「ふれあいランニング区間」となった市総合運動公園
では、陸上競技１,５００ｍの日本記録保持者で元五輪選手の小

こばやし
林祐

ゆ り こ
梨子さんと

車いすバスケットボール選手の根
ね ぎ

木慎
し ん じ

志さんが約５０人と一緒に走りました。

石巻地区 石巻地区

　ＪＲ仙石線の全線再開と仙石東北ラインの開業記念の「繋
つな

がる想い いしの
まき出発祭」と石ノ森萬画館の「マンガッタンフェスティバル」が同時開催され
ました。県内外のご当地グルメの店が並んだほか、笹かまぼこやホタテ焼き
が振る舞われ、どこも長い行列ができていました。ステージではアニメソング
ライブや石巻茶色い焼きそば早食い大会等が人気を集めました。

未来へつなぐ
１０００キロリレー

７月２９日（水）
市総合運動公園

グルメやマンガで
大にぎわい

７月１９日（日）
中瀬公園
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まちの話題

7月12日（日）
河南東中学校校庭

７月１９日（日）
雄勝各地区

自然の中で
ランニング

８月９日（日）
河北総合センター「ビッグバン」ほか
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